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　　　　　　質量m のおも り があり ，

図ａ は， ばね定数 k のばねを 用い

た振動系で， 図ｂ は， ばね定数が

 ２ k のばねと 長さ L の片持ばり を

用いた振動系である 。 図ａ に示す

振動系の固有円振動数と 図ｂ に示

す片持ばり 型振動系の固有円振動数が等価になる ための片持ばり 型振動系におけ

る ばねの取付け位置の距離 a はど のよ う に表さ れる か。

ただし ， 振動は微小である も のと する 。
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                     　 図のよ う に， 同じ 長さ の棒を２ 本並べ， 両端を 剛性板に

溶接し たも のを 荷重 P で圧縮する 。 一方の棒 B1 は断面積 A1 ， 縦弾

性係数 E1であり ， も う 一方の棒 B2は断面積A2 ， 縦弾性係数E2であ

る 。 こ のと き ， 棒 B1 ， B2 に作用する 圧縮荷重 P1 ， P2 はそれぞれど

のよ う に表さ れる か。

ただし ， 剛性板は常に棒に垂直であり ， 荷重 P は剛性板に垂直に

加わる も のと する 。
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